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PRRS ウイルス感染と 複合感染 

農林水産省家畜衛生試験場 山 本 孝 史 

P 田 tS ウイルスを実験的に 子 豚に 感染させると ほ，抗体を持たない 豚 ときわめて低レベルの 中和 

接種後 12 時間後には血流中にウイルスは 存在す 抗体を持った 豚に 円宙 S ウイルスを感染させたと 

るようになるが ，臨床症状や 肺の肉眼病変が 認め ころ，後者が 前者よりも長期間，より 高いレベル 

られるのはきわめてまれであ る。 すなわちウイル のウイルス血症を 示したことを 報告している。 こ 

ス それ自体の病原性は 強くなく，他の 要因と重 のようなことから ， ADE は野外においても PRRS 

なった時に病原性を 発揮するようになるのが の臨床 像 に何らかの役割を 演じているものと 推察 

P 昭 むの特徴であ る。 本病の経過と 重篤度に関与 されているが ，この現象を 裏 付ける疫学的事実は 

する要因として ，感染時の日輪，品種，ウイルス 報告されておらず 今後の検討課題として 残されて 

株の病原性の 強弱，複合感染，低レベルの 特異折 いろ。 ィ 不 @ よ る 盛 染 の増強 ( ぬ市 bodydependent  一方複合感染に 関しては，野外においてインフ 

fenh 皿 cement:ADE) 等が挙げられている。 ルエンザ，呼吸器コロナウイルス ，クラミジア ， 

これらの要因のうち ， ADE はデンバウイルスや 多発性漿膜炎 ( 、 H, け ほれ 侭は な ), 胸膜肺炎，マイコ プ 

猫 伝染性腹 膜炎ウイルスで 報告されている 現象で， ラズマ肺炎， isu わ による髄膜炎，サルモネラ ， 

抗体が免疫を 付与するのではなく ，感染の仲立ち クロストリジウム ， 瘡癬 ， スス病 ， 豚 赤痢，萎縮 

となって感染を 促進するようになることであ る。 性鼻炎等の疾病が 増加し，またより 重篤化したこ 

このような現象を 示すウイルスは ，抗原的に多様 とが観察されている (Done&Paton,1995) 。 しか 

であ り，マクロファージ 内で増殖するのが 特徴で しこれらの全てが 実験的に再現され 確認されて ぃ 

あ る。 PRRS ウイルスも同様の 性状を有しており ， るわけではない。 本稿では， PR 化 S ウイルス と複 

実験条件下では ， 面 ㎡ 比 0 および mn ㎡ vo において 食感染に関するこれまでの 主要な知見を 整理する 

ADR が証明されている。 すな む ち Choi ら (1992)  とともに若干の 考察を加えてみたい。 

は ，希釈した 折 PRRS ウイルス 豚 血清で PK 玉 S ウ 

ィルスを処理した 後に豚の肺胞マクロファージに マイコプラズマ 肺炎 

感染させた方が ，処理しない 場合よりも感染は 増 Ⅵ n Ⅲ steine ら (1996) は， 3 週齢の子 豚に PRRS 

強されることを 報告している。 また Chris 廿 ㎝ son  ウイルスを 経鼻 接種 し ， 3 日後に全 頭 ウイルス 血 

ら (1993) は，同様に処理したウイルスを 子宮内 症を起こしていることを 確認した。 そして PRRS 

感染させた方が ，処理しないウイルスを 感染させ ウイルス接種から 1 週間後に M 砂 の彫ぴ佛 。 妬化を 

た場合よりも 胎児から分離されるウイルスの 力 価 感染させて 4 週後に剖検した。 その結果， PR 咀 S 

が 高いことを見出した。 さらに， Yoon ら (1994)  ウイルス単独接種群の 豚は，剖検時においても ウ 
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イルス血症を 示したが， 発眩 もなく肺の肉眼病変 た 。 その結果，マイコプラズマ 肺炎の肉眼病変の 

も認められなかつた。 PRRS ウイルスと M  程度は PRRS ウイルス感染により 重篤化すること 

伽ゆ n8 移肋 n ルク を感染させた 群と M 伽ゆ neuW の んク はなくⅣ 帥抽 steine ら (1996) の成績と同様であ っ 

単独接種群の 豚は発 咳 がみられたが ，その日数に た。 しかし， P ℡ S ウイルスによる 臨床症状 ( 腹 

有意差はなく (8.9 土 2.8 日 v.11.2 土 4.5 日 ), ま 式呼吸や頻呼吸 ), 肉眼病変，組織病変は ， P 憶 お 

た剖検時の肉眼病変の 程度 (16.5% Ⅵ 17%) と分 ウイルス単独感染よりも ， どの時期にせよ M 

離 菌数 (lo95.2 土 1.3v.l095.1 千 1.5) にも差は ゆゆ れ eum 僻れ 伍 e を感染させた 方が重篤でかつ 長期 

認められなかったことから ， PC 玉 S ウイルス感染 にわたった。 またマイコプラズマ 肺炎の病変が 軽 

は，実験的 M 仮ゆ 膨れ 卸 omiae 感染を重篤化するこ 度あ るいは認められない 場合でも， PRRtS ウイル 

とはないとした。 ス による肺病変は PRRS ウイルス単独感染よりも 

一方 Thacker  ら (1999)  は， 140 頭の 3  ～ 6 週 重篤化していたという ( 表 1) 。 筆者らはこのマイ 

齢の子 豚 を月 ぃ ， PRRS ウイルスと M  コプラズマ肺炎の 病変が軽微であ るにもかかわら 

加ゆ 彫ぴ珂 cim 肋ぢの 感染時期を様々に 組み合わせて ず PRR(S ウイルスによる 間質性肺炎病巣を 重篤化 

両者の相互関係を 検討した。 すな む ち，両者を同 して発育遅延を 来していたのでほないかと 推察さ 

時に接種， M 伽ゆ彫ぴ解 。 んぬク 接種 3 週後に PRRS  れる例を経験している。 この 豚群 では，離乳後か 

ウイルスを接種， PRRS ウイルス接種 10 日後に℡ ら 1 ～ 2 カ月間の発育がきわめて 悪 い ため出荷日 

妙ゆ ng は笏 。 ん 彫を接種，および 各々単独に接種等の 齢に約 20 間の遅延を来していた。 発育遅延を来し 

試験区を設定して 3, 10. 28 日後に剖検し 比較し ている 子 琢朗に病 性 鑑定を実施したが ，肉眼的に 

表 l PRRS ウイルスと Myyc 印仏 sma 廿四 ， pneumon 佑 e の実験感染 豚 における肺炎病変の 比較 
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共通の所見は 認められず，組織学的に 間質性肺炎 

とリンパ濾胞の 肥大が認められ ， また PRRS ウイ 

ルスと M 依ゆ彫ぴ刑 omi は Ⅰが高率に分離された。 そ 

こで飼料添加 剃る マイコプラズマに 有効投薬剤に 

切り替えたところ ，発育の遅延は 約 13 日短縮され 

7 日程度まで回復した。 いずれの場合もマイコ プ 

ラズマ肺炎の 対策を講じることにより 発育の遅延 

を半分は回復できたことになる。 このように 

PRRSS ウイルスと M 伽砕 膨れ用 on 碗の相互作用は ， 

M 伽ゆ彫は御 0%% が PRRS ウイルスによる 肺炎を 

増悪することが 実験的に明らかにされ ，野外にお 

いてもこれを 裏 小寸ける観察がなされている。 

M ノ voplaasma ゎ Woo 油冗 s 

ぬ Lwash ㎞ a ら (1996) は，呼吸困難あ るいは腹 

式呼吸を呈した 1 ～ 2 カ月齢の子豚を 安楽死させ 

て 病性 鑑定を実施したところ ，中等度～重度の 増 

殖性 間 質性肺炎と軽度の 化膿性気管支肺炎が 認め 

られ，病変部分には PRRS ウイルスと M ゆ or ん % む 

抗原が免疫染色により 認められたと 報告した。 さ 

らに 2 カ月齢の SPF 豚 5 頭に P 皿 S ウイルスを接 

種したところ ， 4 頭は軽度の元気・ 食欲の減退， 

眼瞼の浮腫が 認められたが 2 週間で消失し ，接種 5 

週後に剖検したところ 肉眼的に病変は 認められず， 

組織学的に軽度の 間質性肺炎を 示したのみであ り， 

また M ゆ 0% 勿わ 抗原は証明されなかった。 一方 残 

りの 1 頭は，腹 式呼吸を呈し 22 日後に死亡し ，剖 

検では重度の 増殖性 間 質性肺炎と化膿性気管支肺 

炎を示し，免疫染色により 肺胞 腔の マクロファー 

ジ内には大量の PR 玉 S ウイルス抗原がみられ ， さ 

らに 細 気管支上皮や 肺胞 腔 には M ゆ 0% 初冬が認 

められた。 著者らは以上の 野外 側 および実験例の 

観察から， M  砂 。 橘脇ゐが PRRS ウイルス感染にお 

い て重要な役割を 演じていると 結論づけている。 

K0bayashi ら (1996) は， 21 ～ 84 日輪の 豚 55 

頭について，呼吸器症状と PRRS ウイルスおよび 

豚 由来マイコプラズマの 関係を調べた。 55 頭甲 43 

頭は，腹 式呼吸を呈し PRRS ウィルスが分離され 

るか抗体が陽性であ り， 2 頭は PRRS ウイルスの感 

染は受けていたが 臨床的には熱症状であ り，残り 

010 頭は臨床症状および PRRS ウイルスとも 陰性 

であ った。 臨床症状を呈し P 団 (S ウイルス感染陽 

性であ った 43 頭甲 40 頭の肺から M 伽 0 初麻 が 平 

均 10 ， CFU/g 分離されたのに 対して，残りの 12 

頭甲 M 伽 。 初麻 が 分離されたのは 4 頭であ りそ 

の 菌量も 10 ， CFU/g であ った。 このことより 著者 

らは， M 伽 。 橘勿ぁは PRRS ウイルスと共同して 肺 

炎を惹起するとしている。 

以上の報告は ， PRRS ウイルスによる 肺炎病巣 

の形成に M 鋤 or 脇 んぁが重要な 役割を果たしてい 

るとするものであ るが， M 伽 。 橘施 なの意義を重大 

福することに 筆者は疑問を 抱いている。 彼らは重 

篤な病変からは 肌砂。 ん in ぬが高 頻度かつ大量に 

分離されたことを 論拠にしているが ，それは結果 

であ って原因ではないというのが 筆者の考えであ 

る。 すなわち M 砂 。 橘 i% む は ，幼弱な豚の 鼻腔内 

常在苗であ り，筆者の調査では 哺乳豚から 3 カ月 

例までの豚では 80% 以上の子 豚が 陽性であ った。 

鼻腔内に常在する 本菌は ，吸気とともに 下部気道 

に 到達しても通常は 定着できず死滅してしまうが ， 

他の病原因子等により 細 気管支上皮が 損傷を受け 

るとその場に 定着し増殖する。 したがって P 皿 S 

の場合も何らかの 要因により病変が 重篤化した場 

合に M 伽 。 劫初 ぬが 下部気道で増殖したのであ り， 

M 伽 0% 脇 むが増殖したから 病変が重篤化したの 

ではないと考えるのが 妥当であ る。 このような， 性 
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質は マイコプラズマ 一般にみられ ，通常は鼻腔， ～ 60 日齢の子 豚 のうち 約 10% が 発咳 ，食欲不振， 

口腔，覚部生殖器等に 棲息する菌が ，宿主が何ら 政行等の症状を 呈し，うち 14 頭が起立不能となり 

かの疾病に罹患して 生体防御館に 低下を来すと 内 死亡した。 B 農場は繁殖母豚 75 頭の一貫経営であ 

臓緒 臓器に至ることはまれなことではない。 また るが， 1992 年Ⅰ 月 より 20 ～ 40 ㎏の肥育 豚が 肺炎 

かってマイコプラズマ 肺炎の病原因子探索の 過程 症状を呈し始め ，う ち 15 頭が死亡した。 C および 

で M 匝 mr ん % 冬が起因 菌 とする報告がみられ ，特に D 農場でほ， 1992 年 11 月それぞれ離乳直後およ 

Go ニ s ら (1971) は / トバイオート 豚を用いて感染 び 60 ～ 70 日齢の子 体 数頭が肺炎症状で 死亡した 

実験に成功したとの 報告をしている。 しかし現在 が発生は散発的であ った。 B 県 ; 繁殖母豚 670 頭 

ではマイコプラズマ 肺炎においてはさして 重要で を有する A 農場では， 1990 年 1 月頃 より離乳 豚を 

はない 2 次感染 歯 という理解が 一般的であ る。 分 別の農場に移動後 2 週目頃 より食欲不振，発育不 

離されてから 50 年近い年月を 経過し，その 間繰り 良となり約 20% が死亡した。 また B 農場は繁殖産 

返し肺炎 起 痛悔が検討されたあ げく肺炎における 豚 1,000 頭の一貫経営であ るが， 1990 年 7 月頃 よ 

役割としては 否定的な見解に 達している現在， り 離乳直後の子 豚に 食欲不振を示すものが 現れ約 

PRRS ウイルスの病変形成における 肱伽 0 死勿あ の 10% が発育不良となった。 

意義を認めるには ， / トバイオート 豚 等を用いた 病理学的検査成績 :A 県の発生 側 では，剖検に 

感染実験による 検証があ まりにも不足していると 供した死亡 豚 4 頭および発症 豚 3 頭の全 側 に多発 

言わざるを得ない。 桂漿膜炎が認められた。 すなわち，腹 腔では腹 水 

以上述べたように PRRS ウイルスの肺炎形成に が貯留 し 肝臓，脾臓，消化管等の 漿膜面には線維 

おいては， M 伽 or 肋 % ぁ は 重要な役割は 演じていな 素が付着し，また 半数は消化管と 肝臓が癒着して 

いが，次項で 述べる多発性漿膜炎における 役割は いた。 胸腔では胸水が 貯留 し ， 肺 表面には線維素 

大きいと筆者は 考えている。 が 付着し，胸壁や 横隔膜と癒着していた。 心嚢 水 

は増量 し 心外腹 には線維素が 付着していた。 また 

多発性漿膜炎 7 頭巾 2 頭に関節の腫脹が 認められた。 組織学的に 

一般に多発性漿膜炎はコンベンショナル 豚では は腹 腔諸臓器漿膜の 線維性肥厚と 漿膜炎および 胸 

散発的な発生しかみられないが ， SPF 豚や コンベ 膜炎 ，心外 膜 炎であ り，さらに半数の 脳に囲 管性 

ンショナル豚でも PRRS 陽性 豚群 においては高い 細胞浸潤が認められた。 B 県の発育不良膝側では ， 

罹患率を示すことがあ る。 鉢巣 ・宮前 ら (1995)  剖検に供した 27 頭の内 17 頭に A 県の発生 何 と同 

は ， PRRS 陽性 豚群 において発育不良を 呈する疾 様の多発性漿膜炎が 認められた。 

病 が流行した際に 病 性 鑑定を実施し ，その原因が 細菌学的検査成績 : 多発性漿膜炎罹患 子 豚から 

本病によるものと 考えられたことを 報告している。 最も高率に分離率されたのは M 砂 0% 尻 なであ り， 

以下その概要を 記す。 24 頭巾 19 頭 (79%) であ り，また分離部位も 脾 ， 

発生の概要 :A 県 ;A 農場は繁殖母豚 120 頭の 肝 ， 肺 ， 腎 ， 心 ， 脳 ，関節，腹 水等多岐にわたっ 

一貫生産農場であ るが。 1991 年 9 月下旬より 50  ていた。 一般細菌では ， Haae 沖ゆ脇 終タ 胡め応 (8/24; 
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33%), Sfw ゅ fococc ぬ spp.(8/24:33%),A わ n0% 棚穏 

血 しゆ 彫襯 。 初卯 (7/24;29%), 2% 屋ぴ形肋勿ぴ 肋 ㎡ ぱぽ 

(2/24;8%) ,B0 がル屋 肋楠れ C ぬ 公ゆ 眈 & (2/24;8%) 

であ ったが，一般細菌が 分離された 21 頭甲 16 頭 

は同時に M 伽 0%i% む む 分離されており ，一般細菌 

のみが分離されたのは 5 頭， M 伽 0% 励 むのみが分 

離されたのは 3 頭であ った。 

多発性漿膜炎の 病原体は， H,parxs 応と M 

依 0%m% むとされており ，前者を原因とする 場合は 

グレーサー 病 と呼ばれていることからも 明らかな 

ようにそれぞれ 別個の病気と 考えられている。 し 

かし上記の例では ， M 砂 。 劫初 恭と H.Paras 廊をほ 

じめとする一般細菌が 同時に分離される 場合が最 

も 多かった。 これは， P 郎む 陽性農場だからとい 

うことではなく ， P 皿 S ウイルスがわが 国に侵入 

する以前の 2Q 年間に筆者が 経験した 10 数例の野 

外 側 においても同様であ った。 旦タ ar 側麻と M 

伽 0 ん切なは，腹 腔内，静脈内あ るいは気管内に 実 

験感染させることにより 各々単独でも 多発性漿膜 

炎を再現できるが ，いずれも鼻腔内の 常在苗であ 

り，野外では M 伽 0% 施あ による多発性漿膜炎とグ 

レーサー病はオーバーラップしていることが 多い 

と考えられる。 したがって多発性漿膜炎の 治療に 

際しては，ペニシリン 系薬剤とともに チア ムリン 

等のマイコプラズマに 有効な薬剤も 併せて投与す 

べきであ る。 

通常は鼻腔内に 常在する 且沖総 ぬや 倣 

砂 0 初麻 が 何らかの要因により 血流に入った 場合 

に多発性漿膜炎が 発症すると考えられているが ， 

PRRS ウイルス は その要因になり 得るのであ ろう 

か。 

H 沖れ 簾応 を食 歯 する割合が低く ，また活性酸素 

の放出による 殺菌活性も低下していることを 報告 

している。 しかし Sol ㎝ 0 ら (1997) は一方で， 12 

～ 15 日齢の子 豚に Ⅱ 沢 S ウイルスを感染させ ， 5 

日後に施㎝ 砂脇郷タ はれ 袋 廊を気管内に 接種して 5 

日後に剖検したところ ， H 加移 S% 単独接種 群 で 

は， 10 頭甲 7 頭に胸膜炎，心膜 炎 ，腹 膜炎等が認 

められたのに 対して， PRRS ウイルス接種後に は 

Pa れぴぬ を接種した群では 10 頭甲 1 頭に胸膜炎が 

認められたに 過ぎず， H 榊れ ㏄麻による病変がか 

えって抑制されたことを 記載した。 これは PR 玉 S 

ウイルス感染により ，肺胞マクロフアージの 数と 

機能は低下するが ，代償性に全身の 液性および 細 

脆性免疫が急激に 市進することから ， このことに 

より病変が抑制されたのだろうと 推察している。 

このように実験的には P 団 (S ウイルスが引き 金と 

なって多発性漿膜炎が 惹起されることは 証明され 

てはいない。 しかし何が発症要因であ れ PRRS 汚 

染 豚群で 多発性漿膜炎が 発症した場合には ，その 

発生は散発的にはとどまらず ， 豚群 に流行するよ 

うになる。 

サルモネラ 症等 

Stevenson ら (1993) は， PRRS 汚染 豚群に 

鰯レ 0>t<? 肋 ㏄ 0 劾彫 su ゐ (SC) 感染症が多発し ， 子 

豚の死亡事故が 増加した 2 養豚場ほついて 記載し 

ている。 2 養豚場とも最初は 母豚の異常彦がみら 

れたがこれは 約 3 カ月で終息した。 その後離乳 子 

豚 (5 ～ 7 週 齢 ) が急性経過で 死亡する例が 増加 

した。 すなわち PRRS に汚染される 前の 1 年間は 

3 ュ % であ ったのに対し ，汚染後の 3 年間は 7.4% と 

SoI ㎝ 0 ら (1998) は， PRRSS ウイルス感染 7 日 

後に採取した 肺胞マクロファージは ，試験管内で 

の
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PRRS ウイルス感染と 複合感染 
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り : 運動失調，虚脱，遊泳運動，眼振 b) : 脳 ，内臓 0 : 陽性 豚数 / 供試豚数 

率が 5 ～ 6 カ月続いたといっ。 また取も死亡率が 内 (H 也は移 、 sM 尽のみ ) 接種 し， 各々単独接種した 

高いのは冬季であ った。 典型的な発症を 示した 子 群と 病変を比較し ， PRRS ウイルスがこれらの 細 

豚は ，敗血症型のサルモネ 、 ラ 症に特徴的な 肉眼病 菌感染を増悪することはないと 結論づけた。 彼ら 

変を示し ，姉 やその他の臓器から 高率に SC が分離 の報告は， H 加乃 偽麻に 関しては Sol 皿 。 ら (1997), 

された。 このように PRRS による 殖 障害が終息し P 勉励 0 ㎡ ぬに 関しては C 畔 valho ら (1997) の 成 

たのに続いて SC による敗血症 死 が多発したこと ， 績 と一致しているが ， SsM ねに関しては ， GaIina 

組織病変が通常のサルモネ 、 ラ症 よりも重篤であ っ ち (1994) の成績とは正反対であ る。 すな む ち 

たこと，発症した 豚はほとんどが 死亡したこと ， Galmna ら (1994) は ， P Ⅲ む 抗体陽性農場から 病 

抗生物質治療に 対する反応がにぶくなっていたこ 性鑑定に持ち 込まれる材料に hSSu な 感染症が日 

と 等から， PRRS ウイルス感染が SC に対する感受 立ったことから ， PRRS ウイルスと S.SM むの感染 実 

性を高めたものと 著者らは考察している。 験を実施した。 すな む ち， 13 日齢の子 豚に P 皿む 

わが国においても 相同 ら (1997) は， Pl 化 S 抗 ウイルスを感染させ ， 1 週 後に S 瑚ぬ serot 押 e2 

体が 陰性であ った農場が陽転した 時期に一致して を経島接種して 1 および 2 週後に剖検したところ ， 

㎝感染症が発生した 例を報告している。 また 佐 S.su た 単独接種 群 では 10 頭甲 1 頭が死亡したのみ 

藤 ・宇田川 (1995) は，発育不良と 呼吸器症状が であ ったが，あ らかじめ PRRS ウイルスを感染 さ 

共通しているが 特徴的な肉眼病変に 乏しく，細菌 せた群では 10 頭巾 5 頭が死亡し，これらの 豚では 

学的，病理組織学 由 り検査により SC による敗血症と 臨床的に発熱や 神経症状も認められたという ( 表 

診断された茨城県下 5 農家の発生 側 ではいずれも 2) 。 従来，感染実験により 野外でみられるような 

PRRtS もみられたことから ， P 憶む ウイルスがサル S.Su な 感染症を再現することは 困難であ り，あ ら 

モネ 、 ラ 症の発症に何らかの 関与をしているものと かじめ Rb の 郷ゐ むゆ 眈 己を感染させておくことでの 

考察している。 同様の病 例 と考察は，小峰 ら (1995),  み 成功していたが ， PRRS ウイルスを用いる 方法 

関ら (1998), 大城 ら (1999) によっても報告され がより効果的であ ったという。 

ている。 Cooper  ら (1995)  と G 姐 na  ら (1994)  の感染 
Cooper ら (1995) は ， 4 ～ 5 週 齢の SPF 豚に PRRS  実験で大きく 異なる点は供 試 動物の年齢であ り， 

ウイルスを接種 し ， 1 週間後に SC, 旦タ 亦ぴ旛 ， Cooper ら (1995) は， 4 ～ 5 週齢の豚を用いてい 

St 「 e ゆ加 co ㏄ ぬ瑚ぁ ， 月佛荻 0 イ 宛を経島あ るいは腹 腔 るのに対して GaIina ら (1994) は 13 日齢の子 豚 
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を 用いている。 P 皿む ウイルス感染では 豚の日 齢 

が発症要因として 重要であ ることを考えると ， 

P 円む ウイルスと SC の相互作用に 関しては，幼者 

豚を用いてさらに 検討することが 必要であ ろう。 

以上述べたように。 野外における 疫学的推論が 

実験的に必ずしも 確認されているわけではないが ， 

再現できない 理由を解析して 行くことにより 

PKRS ウイルスと複合感染のメカニズムが 解明さ 

れるものと考えている。 
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